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220 陳述書（ガラスバッチ

による測定について） 
 
 

写 
 
 

2013.2.10 抗告人Ａ12
の母 

郡山市が平成２３年１０月５
日から実施した個人積算線量
測定について、抗告人Ａ12及
び周りの子ども達の測定の実
態とその測定結果について 

 

221 報告書 写 
 
 

2013.2.9 中野目 憲一 2013年2月3日午後に安積第二
中学校の校庭において空間線
量率を計測した報告。 
６６ポイントのうち1 m高さの
線量率が0.193 μSv/h以下のポ
イントは７カ所。 
６６ポイントの平均値は 
0.39μSv/h、校舎の周り４５ポ
イントの平均値は0.44μSv/h 

 

222 陳述書 写 
 
 

2013.2.3 
 

○○○○ 郡山市から東京、川崎市に
自主避難した母子と子ども
の健康被害について 

 

223 陳述書――原発事故
後の郡山市での被
ばくと健康被害と
自主避難について
――  

写 
 
 

2013.2.10 ○○○○ 
 

郡山市で被ばくし自ら健康被

害が発生した事実、子どもた

ちを自主避難させた事実につ

いて 
 

 

224 陳述書――伊達市か
ら、被ばくと健康被害
の報告―― 

写 
 
 

2013.2.7 ○○○○ 伊達市で被ばくし健康被害が
発生した事実（自身の子ども
と地元の子どもたち等）につ
いて 

 

225 報告書――いわき市か
ら、被ばくと健康被害
の報告―― 

写 
 

2013.2.8 ○○○○ いわき市に帰省中、ホットス
ポットで被ばくし自ら深刻な
健康被害が発生した事実につ
いて 

 

以 上 


